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令和２年１０月 １日（木）
校長 伊東 敏勝

【教育目標】 ・かしこく ・やさしく ・たくましく

◇ 今年度の重点目標 「いっしょに考えよう 進んで挑戦しよう」 〔笑顔あふれる大野小〕

９月１９日（土）に、コロナ禍にあって、相馬市で最初となる運動会を行うことができま
した。開催にあたっては、文部科学省や福島県のガイドラインをもとに本校のガイドライン
を作成し、ＰＴＡ役員の方々にご承認いただき、本番を迎えることができました。規制が多
い中、皆様のご理解と愛情のもと、子どもたちが、競技、応援、係の仕事に生き生きと活動
し、楽しく運動会ができましたたことを『大野の愛』と感じ、心より感謝申し上げます。

『コロナなんかに負けないぞ！オー！』というフレーズは、コロナ禍ならではの運動会でした。
徒競走はみんな必死で、転んでも最後まで力を緩めることなく走りました。

低学年、中学年、高学年のブロックに分かれて、チャンス走を行いました。『運』がものを
いう競技ですが、運が悪くても、入賞しなくても、必死に上位をねらう真剣さが見ている人に
も感動を与えました。

昔から運動会を代表する団体競技といえば、『玉入れ』『綱引き』『リレー』です。見ている
人たちにも、運動会らしさを感じさせる競技と考え、最優先に採用して行いました。子どもた
ちも運動会を楽しめたようです。保護者の皆様のおかげで、今年度最初の学校行事を盛会に終
えることができました。今後もコロナ対策をして、できる限りのことをしてまいりますので、
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。



９月２８日（月）・２９日（火）に、
いわき海浜自然の家にて、６年生の宿泊
学習を行うことができました。２泊の予
定でしたが、コロナ対策で宿泊者を半数
にするため１泊となりました。他団体と
の接触は少なくし、入浴前後や寝具の消
毒、食堂でのソーシャルディスタンス等
感染対策をしっかりした環境での宿泊で
した。コロナ対策の勉強にもなりました。
天気にも恵まれ、潮風の中での砂の芸

術、月が隠れた中でのナイトハイキング、
秋の天気の中での野外炊飯と充実した、
思い出に残る楽しい活動ができました。
時間に余裕を持った行動、他団体への

あいさつ、友達と協力した『One Team』
での活動はとても素晴らしかったです。

９月１２日の集中豪雨で、幼稚園南側
の駐車場の砂利が流されてしまいました。
その補修作業をＰＴＡ役員の方々に運動
会の朝行っていただきました。
ありがとうございました。

２日（金）職員会議

６日（火）児童会委員会活動
７日（水）お弁当の日 就学時健診
８日（木）おでかけまほろん

（６年）
９日（金）交通教室

１６日（金）職員会議
２１日（水）校外学習（６年）地層

見学 （１年）桜丘公園
２２日（木）創立記念日（147周年）

交流学習（なかよし、
なしの木）中村二小

２６日（月）全校集会
２８日（水）土垂芋掘り（１年）

９月末、１０月始めに着任した新しい
職員をご紹介いたします。

みなさん よろしくお願いいたします。

特別支援教育支援員の大澤 先生が、
９月３０日をもちまして、退職されまし
た。これまでの子どもたちへの学習支援
ありがとうございました。

【ホームページ】
https://soma.fcs.ed.jp/oono
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北村

市内小野在住
（東京都出身）
趣味はオーデ

ィオで、ステレオも自分で組み立てるそ
うです。
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市内大坪在住
（東京出身）
小・中学生の

の時は、バスケットボールをしていたそ
うです。


